
２０１５年 11 月１9 日   No62                                             発行責任者 鵜島 一広 
かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶんかべしんぶんかべしん 

んぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶんかべしんぶんかべしんぶんか 

 

 

 

  

 要員不足は「9月の退職も含めて 1,000 人を少し出たくらいの数に」こ

れは 11 月 9 日、支社交渉で要員不足・増員を求めた組合への回答です。 

 

支社は、これまで組合の要員不足・増員要求に「必要な要員は確保す

ることとしている」と要員不足を認めない回答をつづけて来ました。し

かし、都内の人手不足は深刻です。36 協定オーバー、昼休みも返上・休

めない、年休が取れない等々、職場実態を繰り返し明らかにし局名も出

して追求してきました。結果、ようやく要員不足を認めて不足人員を明

らかにしましたが・・・。 

 前回の増員要求交 

渉で初めて要員不足 

人数が期間雇用社員 

で 1,000 人であること 

を明かしました。同時に、「募集をかけ

ても集まらない」「すぐに辞めてしま

う」と・・・。 

  

正社員の数は年々減り続け、業務運

行は非正規社員に依存する割合が年々

高まっています。 

期間雇用社員が集まらないのであれ

ば「他支社では正社員の中途採用を行

っている」と求めた組合に、「渉外では

考えているが、東京では郵便は今のと

ころ考えていない」と要員不足を放置

し真剣に向き合わない支社です。 

人手不足で過密労働となり、焦りや

疲労で交通事故、郵便事故ともなれば

「自己責任」を追及する支社なのです。 

               「なぜすぐに

辞めてしまうの

か。お客様との

約束したサービ 

スは維持されているか」との組合の問 

に対し「サービスは維持されていると 

の認識である。何らかの不満があるの 

か、確かめてはいない」と業務実態を 

全く把握しておらず、要員不足を解消 

する姿勢も見られません。 

 

現場では、毎日 2時間 3時間の超勤 

で、お昼も休めず 36 協定ギリギリまで

働いています。夜間指定郵便の配達は

約束した 21 時を回ることもしばしば

でサービスも守られていないのです。

これらはすべて 1,000 人を超える要員

不足が原因です。 

 支社は、社員を見捨て、お客様も見

捨てるのか！？ 


